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e ILK; ILK1; ILK2; Integrin-linked protein kinase; 59 kDa serine/threonine-protein kinase; ILK-1;
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	応用
	抗原情報
	背景
	インテグリン結合キナーゼ（ILK）は、インテグリンと成長因子を、細胞生存、細胞周期制御、細胞間接着、そして細胞運動に関与する下流経路に結合させます。ILKは、インテグリン、PINCH（Nck2を介してILKをRTKに結合させる）、CH-ILKBP、そしてアフィキシンとの相互作用を通じて、細胞外マトリックス（ECM）と成長因子受容体をアクチン細胞骨格に橋渡しする足場として機能します。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	Integrin Linked ILK 抗体を使用した K562 溶解物中の ILK のウェスタン ブロット分析。
	

	ILK 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	ILK抗体を用いた293のインテグリン結合ILKの免疫蛍光分析。

